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３．現在までの達成度 １．研究計画の概要 
 ②おおむね順調に進展している。  本研究は第一次世界大戦時に中国青島で

敗戦し日本各地に収容されたドイツ軍俘
虜の音楽活動に関する研究である。各地の
収容所で実施された音楽活動を、収容所発
行の新聞やプログラム資料を解読するこ
とで、二十世紀前半期に移入された西洋音
楽を横断的・総合的に研究し音楽活動記録
を作成することである。 

ドイツ語資料が確保されていること、その
翻訳も順調に進展している。ただ、俘虜収
容所所在地での資料および聞き取り調査
はほぼ 100年が経過しているため確保がで
きにくく遅れ気味である。 

 
 
４．今後の研究の推進方策  
 4 年目となる最終年では音楽活動が行われ
ていた久留米と青野ヶ原および名古屋に
重点を絞り調査・研究を継続し、研究課題
である「横断的・総合的研究―音楽活動記
録の作成」を達成させる。 

 
２．研究の進捗状況 
 
 (1)オリジナルドイツ語資料の収集 
 ①板東俘虜収容所新聞 『Die Barake』  

 ②徳島収容所新聞『Tokushima Anzeiger』 
  ③エンゲル・オーケストラその生成と発展

『Das Engel-Orchester Seine  
Entstehung und Entwicklung 
1914-1919』  

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
 ④習志野収容所音楽プログラム 
〔雑誌論文〕（計 1件）  
①岩井正浩「歴史資料『板東俘虜収容所関係

資料』にみる音楽活動』（愛知淑徳大学論
叢 2011 年）査読有 

(2)俘虜収容所所在地調査 
 ①徳島板東 ②香川丸亀 ③千葉習志野 

④名古屋 ⑤徳島 ⑥愛媛松山 
  
(3)音楽プログラムの分析・整理 〔学会発表〕（計 2 件） 
 ①『Die Barake』  ①岩井正浩 
②『Tokushima Anzeiger』  「四国３収容所におけるドイツ軍俘虜の

音楽活動」 ③『Das Engel-Orchester Seine 
Entstehung und Entwicklung 1914-1919』 神戸大学表現文化研究会 2010 年１月２

７日（神戸大学・兵庫県） ④習志野収容所  
⑤久留米収容所  

  



②岩井正浩 
「四国３収容所におけるドイツ軍俘虜の
音楽活動」 
東洋音楽学会全国大会 2009 年 10 月 18 日
(沖縄県立芸術大学・沖縄県) 
 

〔図書〕（計 1 件） 
①岩井正浩 

「四国 3収容所におけるドイツ軍俘虜の音
楽活動」（『音の万華鏡』466P 2010 年） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 


